




１ 基本方針

２ 内容

 （１）Ｃ・Ｄエリアの整備

内　容　等
事業費

a
特定財源

b
一般財源
c=a-b

26,000 23,400 2,600

福祉文化会館解体事業
［債務負担行為］
【文化振興課】

Ｃ・Ｄエリアの整備に向けた福祉文化会館の解体工事を行う。
工事
＜債務負担行為＞
［期  間］令和９年度～令和１０年度
［限度額］1,274,000千円
【財源:市債 23,400】

26,000 23,400 2,600

 （２）豪雨被害への対応

内　容　等
事業費

a
特定財源

b
一般財源
c=a-b

24,700 24,700

道路施設等の改修
【道路課】

豪雨災害等により損傷した箇所に対応するため、道路維持に係る工事費を
増額する。
工事

24,700 24,700

 （３）教育施設の充実

内　容　等
事業費

a
特定財源

b
一般財源
c=a-b

526,470 392,551 133,919

校舎の壁や天井等の改
修
【施設課】

安全・安心な教育環境を整備するため、点検結果を踏まえ、小中学校校舎
の天井等の改修を行う。

20,072 20,072

事　業

インフラ施設の改修

（単位：千円）

事　業

教育施設の整備

補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ）の 内 容 に つ い て

　市民会館跡地エリア（Ｃ・Ｄエリア）の整備を着実に進めるほか、豪雨災害によって被災した道路
の災害復旧や、安全・安心な教育環境の充実に向けた整備を行うなど、行政ニーズ・行政課題等に対
応した事業を追加する。
　なお、年度内に完了しない事業について、継続費及び繰越明許費を設定するとともに、福祉文化会
館解体事業について債務負担行為を設定する。

（単位：千円）

事　業

福祉文化会館の解体

（単位：千円）



内　容　等
事業費

a
特定財源

b
一般財源
c=a-b

小学校へのエレベー
ター設置等
［継続費］
【施設課】

教育環境の充実を図るため、小学校にエレベーターの設置等を行う。
工事（継続費 210,878〈令和８年度：84,350、令和９年度：126,528〉）
（福井小）
【財源：国 20,451、市債 55,600】

84,350 76,051 8,299

小学校プールの改修
［繰越明許費］
【施設課】

教育環境の充実を図るため、プールサイドの安全対策やバリアフリー対応
に係る改修を行う。
工事（安威小、大池小、郡小、畑田小）
【財源：市債 316,500】

422,048 316,500 105,548

 （４）継続費・繰越明許費・債務負担行為

内　容　等

小学校営繕事業
【施設課】

令和８年度～令和９年度継続事業
 [総　額] 210,878
 [年割額]（令和８年度）84,350　（令和９年度）126,528

小学校維持補修事業
【施設課】

補正予算議決後の事業着手となり、年度内に事業が完了しないため。

福祉文化会館解体事業
【文化振興課】

債務負担行為の期間及び限度額を設定する。
〔期　間〕令和９年度～令和１０年度
〔限度額〕1,274,000千円

繰越明許費

422,048

債務負担行為

1,274,000

事　業

（単位：千円）

事　業 設定額

継続費

210,878

（単位：千円）


